
心不全治療に新たな潮流、Sglt2阻
害剤について 
 

厚生労働省が2014年に承認した新薬、SGLT2阻害剤。 

糖尿病の治療薬として登場したこの新薬は以前から心疾患リ
スクの低減作用も持つことが知られていました。 

そして2020年ようやく治験が整い、満を持して慢性心不全に対する追加承認も下りたという、頼
もしい薬なのです。 

心不全の患者の心臓は、健康を保つため必要な充分な量の血液を送り出すことができない状態に
あり、悪化すれば命にかかわる深刻な病態です。 
既存の服薬治療で改善しなかった場合、心臓移植という選択肢しかないという恐ろしい病気でし
た。 

糖尿病の治療薬であるSGLT2阻害剤が新たに心不全の治療薬として承認されたことは、心不全を
抱える多くの患者に希望を与えるニュースとなりました。 

心不全診断５年後生存率は50%だった 

世界に6400万人いると言われる心不全患者。 
これだけ多くの人々が、既存の治療しかなかった時代には5年
後生存率50％とされてきました。 

しかし、SGLT2阻害剤の登場によりこの数値も改善すること
が期待されています。 

SGLT2阻害剤の効果 

SGLT2阻害剤は経口薬、つまり飲み薬として使用されます。しかも、一日一回だけ飲めば効果を
発揮できる薬です。 

SGLT2阻害剤を服用すると、患者の体内の腎臓内部、身体の中心に近い部位にある細い管である
尿細管という場所での、グルコースやナトリウムの再吸収に関わるSGLT2が阻害されます。 



これにより、浸透圧利尿とナトリウム利尿作用による心臓への負担が軽減されます。 

更に、SGLT2阻害剤には心臓の筋肉のナトリウム・水素交換輸送体に直接作用し、心筋の収縮改
善を促す効果もあることが報告されているのです。 

心不全の患者にとって、非常に頼もしい薬だと言えるでしょう。 

糖尿病と心不全に、ダブルで効果を上げる新薬
SGLT2阻害剤 

元々、糖尿病患者の腎臓に作用し、体内に存在する糖の排出
量を増やし、体内における滞在時間を短縮することができる
薬として効果を発揮してきたSGLT2阻害剤。 

ところが、糖尿病と心不全を併発している患者が多かったこと
から、いわば「瓢箪から駒」といった経緯で、心不全の改善にも効果を上げているのではないか
という研究が行われるようになり、遂には正式な追加承認へと至りました。 

今では、糖尿病を併発していない心不全の患者への投与も行われており、2つの病気の５年後生存
率の改善に希望を与えています。 


